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(百万円未満切捨て)

１．令和５年３月期第２四半期の連結業績（令和４年４月１日～令和４年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

５年３月期第２四半期 24,987 15.2 1,069 － 1,312 － 916 －

４年３月期第２四半期 21,696 8.9 △372 － △108 － △290 －
(注) 包括利益 ５年３月期第２四半期 498百万円( －％) ４年３月期第２四半期 △238百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

５年３月期第２四半期 72.13 －

４年３月期第２四半期 △22.90 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

５年３月期第２四半期 69,752 23,491 29.4

４年３月期 69,431 23,055 29.1
(参考) 自己資本 ５年３月期第２四半期 20,530百万円 ４年３月期 20,171百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

４年３月期 － 0.00 － 6.00 6.00

５年３月期 － 0.00

５年３月期(予想) － 6.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．令和５年３月期の連結業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,500 9.4 1,600 － 1,900 201.3 1,200 － 94.47
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ５年３月期２Ｑ 12,739,696株 ４年３月期 12,739,696株

② 期末自己株式数 ５年３月期２Ｑ 675株 ４年３月期 52,674株

③ 期中平均株式数（四半期累計） ５年３月期２Ｑ 12,701,879株 ４年３月期２Ｑ 12,670,716株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の経済への影響が縮小する中、資

源価格の上昇は続いているものの、消費、設備投資等の回復が続いています。

海外経済は、米欧がインフレや利上げにより減速し、景気後退の懸念が高まるほか、中国は感染再拡大や不動産

市場の調整により回復が一服しています。

この様な経済情勢の中で当社グループは、海運事業では、北海道航路において、配船の見直しによる合理化、効

率化を行ったことから、太宗貨物であった紙製品の貨物輸送量は減少しているものの、雑貨市況の上昇が続いたこ

ともあり、堅調に輸送量は増加し、増収、増益となりました。近海航路では、燃料油価格や近海船の傭船料が高い

水準にあるものの、市況は安定して推移したことから、三国間定期航路は堅調に推移しました。

ホテル事業においては、旅行支援制度の継続や政府から「With コロナに向けた政策の考え方」が示されたこと等

から、宿泊客数は前年より回復しているものの、新型コロナウイルス感染症の第７波の影響により集客が伸び悩む

時期があり、厳しい経営環境は継続しています。

不動産事業においては概ね順調に推移しております。

以上の結果、売上高が前年度に比べて32億９千万円増（15.2％増）の249億８千７百万円、営業利益が前年度に比

べて14億４千１百万円増の10億６千９百万円、経常利益が前年度に比べて14億２千１百万円増の13億１千２百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益が前年度に比べて12億６百万円増の９億１千６百万円となりました。

　 セグメントの状況は、以下のとおりであります。

(海運事業)

新型コロナウイルス感染症の影響による落ち込みから経済は回復基調にある中、配船の見直しによる合理化、効

率化が功を奏し、紙製品を中心に全体の貨物輸送量は減少しているものの、雑貨の輸送量が前年を大きく上回り、

鋼材や車両等の市況も堅調に推移したことから増収、増益となりました。近海航路においては、燃料油価格や近海

船の傭船料が高い水準にあるものの、市況は安定して推移したことから、三国間定期航路は堅調に推移し、増収、

増益となりました。

これらの結果、売上高は前年度に比べて23億６千４百万円増（11.1％増）の235億６千９百万円、営業費用が前年

度に比べて12億９千９百万円増（6.1％増）の225億８千６百万円、営業利益は前年度に比べて10億６千４百万円増

の９億８千２百万円となりました。

(ホテル事業)

旅行支援制度の継続や９月に政府から「With コロナに向けた政策の考え方」が示されたこと等から、宿泊客は前

年より回復しているものの、新型コロナウイルス感染症の第７波の影響により集客の伸び悩みもあるなど、依然と

して厳しい経営環境となっています。

これらの結果、売上高は前年度に比べて４億８千３百万円増（233.5％増）の６億９千１百万円となり、営業費用

は前年度に比べて２億１千９百万円増（40.2％増）の７億６千７百万円、営業損失は前年度に比べて２億６千３百

万円減の７千６百万円となりました。

(不動産事業)

前年度と同様に順調に推移し、売上高は前年度に比べて１百万円増（0.3％増）の３億３千９百万円となり、営業

費用は前年度に比べて４百万円減（2.1％減）の２億２千７百万円、営業利益は前年度に比べて５百万円増（5.7％

増）の１億１千１百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第２四半期末の資産の残高は、現金預金など流動資産の増加等により、前期末に比べて３億２千１百万円増加

の697億５千２百万円となりました。

負債の残高は、支払手形及び買掛金の減少等により、前期末に比べて１億１千３百万円減少の462億６千１百万円

となりました。

純資産の残高は、利益剰余金の増加等により、前期末に比べて４億３千５百万円増加の234億９千１百万円となり

ました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和４年５月20日に公表いたしました令和５年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績値につ

きまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。

また、第２四半期の業績動向を踏まえ、令和５年３月期通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知

らせいたします。

１．令和５年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想との差異（令和４年４月１日～令和４年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 23,500 250 450 200 15.78

今回発表実績値(B) 24,987 1,069 1,312 916 72.13

増減額(B)-(A) 1,487 819 863 716 －

増減率(%) 6.3% 327.7% 191.8% 358.1% －

(参考)前期第２四半期実績

(令和４年３月期第２四半期) 21,696 △372 △108 △290 △22.90

２．令和５年３月期通期の連結業績予想数値の修正（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 48,500 650 950 350 27.61

今回発表予想(B) 49,500 1,600 1,900 1,200 94.47

増減額(B)-(A) 1,000 950 950 850 －

増減率(%) 2.1% 146.2% 100.0% 242.9% －

(参考)前期実績

(令和４年３月期) 45,255 104 630 90 7.17

３．修正の理由

当第２四半期連結累計期間の業績は、新型コロナウイルス感染症の影響による落ち込みから経済は回復基調にあ

り、海運事業で、北海道航路において雑貨市況の上昇が続いたこともあり輸送量は増加し、船舶の大型化、配船見

直しによる合理化効率化等に取り組んだことから想定よりも費用が減少し、増収、増益となりました。ホテル事業

においては、依然として、厳しい経営環境が続いておりますが、業績は回復してきております。

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、親会社に帰属する四半期純利益が、前回予想値を上回る結果とな

りました。第３四半期以降は当初予想並みに推移すると見込まれることから、第２四半期の実績を踏まえ、通期連

結業績予想を修正いたしました。

（注） 上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和４年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,018,763 12,545,256

受取手形、売掛金及び契約資産 7,932,907 8,122,788

商品及び製品 32,471 37,811

原材料及び貯蔵品 339,217 480,797

仕掛品 2,565 7,309

未収入金 114,494 89,171

その他 836,579 617,512

貸倒引当金 △164 △384

流動資産合計 20,276,834 21,900,262

固定資産

有形固定資産

船舶 34,166,660 32,602,510

減価償却累計額 △17,359,517 △16,599,429

船舶（純額） 16,807,143 16,003,081

建物及び構築物 24,223,438 24,331,231

減価償却累計額 △18,563,456 △18,760,865

建物及び構築物（純額） 5,659,982 5,570,366

機械装置及び運搬具 12,007,107 11,420,117

減価償却累計額 △10,903,276 △10,514,740

機械装置及び運搬具（純額） 1,103,830 905,376

土地 10,150,704 10,150,704

リース資産 2,205,587 1,458,537

減価償却累計額 △1,621,724 △895,117

リース資産（純額） 583,862 563,420

建設仮勘定 586,435 1,204,681

その他 2,611,968 2,649,962

減価償却累計額 △2,253,171 △2,279,732

その他（純額） 358,796 370,230

有形固定資産合計 35,250,754 34,767,862

無形固定資産

借地権 1,028,388 1,028,388

ソフトウエア 91,761 78,951

のれん 80,023 72,020

その他 80,586 72,557

無形固定資産合計 1,280,759 1,251,917

投資その他の資産

投資有価証券 11,253,027 10,479,984

長期貸付金 1,345 727

繰延税金資産 427,556 454,720

保険積立金 550,455 484,037

その他 422,269 446,819

貸倒引当金 △37,721 △38,356

投資その他の資産合計 12,616,932 11,827,932

固定資産合計 49,148,446 47,847,712
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和４年９月30日)

繰延資産

社債発行費 6,320 4,771

繰延資産合計 6,320 4,771

資産合計 69,431,602 69,752,746

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,128,989 5,915,248

短期借入金 5,952,000 6,289,000

1年内返済予定の長期借入金 2,321,094 3,090,298

1年内期限到来予定のその他の固定負債 863,228 863,228

1年内償還予定の社債 136,000 129,000

リース債務 241,777 231,519

未払法人税等 287,384 429,994

賞与引当金 441,498 453,620

その他 1,121,631 1,500,790

流動負債合計 18,493,604 18,902,701

固定負債

社債 740,000 680,000

長期借入金 11,388,886 11,554,940

長期未払金 9,860,995 9,429,576

リース債務 465,099 445,741

繰延税金負債 2,266,743 2,039,141

役員退職慰労引当金 418,047 430,322

退職給付に係る負債 2,397,868 2,442,970

負ののれん 115,319 96,263

その他 229,093 240,089

固定負債合計 27,882,054 27,359,045

負債合計 46,375,659 46,261,746

純資産の部

株主資本

資本金 1,215,035 1,215,035

資本剰余金 1,269,832 1,278,128

利益剰余金 13,739,909 14,579,957

自己株式 △14,509 △186

株主資本合計 16,210,267 17,072,935

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,961,711 3,457,903

その他の包括利益累計額合計 3,961,711 3,457,903

非支配株主持分 2,883,964 2,960,160

純資産合計 23,055,943 23,491,000

負債純資産合計 69,431,602 69,752,746
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

売上高 21,696,541 24,987,457

売上原価 18,819,693 20,330,032

売上総利益 2,876,847 4,657,425

販売費及び一般管理費 3,249,165 3,588,156

営業利益又は営業損失（△） △372,318 1,069,269

営業外収益

受取利息 2,161 62

受取配当金 162,776 188,649

助成金収入 108,449 50,955

負ののれん償却額 40,544 19,056

持分法による投資利益 20,463 9,092

受取保険金 18,639 8,485

その他 72,282 135,780

営業外収益合計 425,317 412,082

営業外費用

支払利息 139,764 133,336

その他 21,581 35,057

営業外費用合計 161,346 168,393

経常利益又は経常損失（△） △108,347 1,312,958

特別利益

投資有価証券売却益 - 43,250

固定資産処分益 12,666 10,525

保険解約返戻金 - 62,913

補助金収入 515 -

その他 1,444 -

特別利益合計 14,626 116,689

特別損失

固定資産処分損 371 270

投資有価証券評価損 15,361 3,151

その他 306 970

特別損失合計 16,039 4,392

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△109,760 1,425,254

法人税、住民税及び事業税 149,466 452,136

法人税等調整額 21,680 △33,283

法人税等合計 171,146 418,853

四半期純利益又は四半期純損失（△） △280,907 1,006,401

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,277 90,231

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△290,184 916,170
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △280,907 1,006,401

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42,794 △508,374

繰延ヘッジ損益 13 -

その他の包括利益合計 42,808 △508,374

四半期包括利益 △238,098 498,026

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △242,817 412,363

非支配株主に係る四半期包括利益 4,718 85,663
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△109,760 1,425,254

減価償却費 1,574,625 1,489,339

株式報酬費用 8,931 22,620

のれん償却額 12,515 8,002

負ののれん償却額 △40,544 △19,056

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 855

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,347 12,122

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △274,533 12,274

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 68,878 45,102

受取利息及び受取配当金 △164,937 △188,711

支払利息 139,764 133,336

固定資産処分損益（△は益） △12,295 △10,254

投資有価証券評価損益（△は益） 15,361 3,151

補助金収入 △515 -

持分法による投資損益（△は益） △18,963 △7,515

売上債権の増減額（△は増加） 390,156 △94,043

棚卸資産の増減額（△は増加） △18,363 △151,663

仕入債務の増減額（△は減少） △359,492 △1,024,562

未収還付消費税の増減額（△は増加） 40,388 13,209

保険解約返戻金 - △62,913

その他 △130,801 226,782

小計 1,126,743 1,833,331

利息及び配当金の受取額 164,937 188,711

利息の支払額 △144,204 △117,195

法人税等の支払額 △165,729 △162,440

補助金の受取額 515 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 982,262 1,742,407

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,406,796 △997,128

有形固定資産の売却による収入 10,353 18,169

無形固定資産の取得による支出 △24,486 △3,165

投資有価証券の取得による支出 △10,770 △12,459

投資有価証券の売却及び償還による収入 - 103,335

保険積立金の解約による収入 - 129,332

新規連結子会社株式取得による支出 △139,797 -

その他 93,626 △55,703

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,477,870 △817,619

　



栗林商船株式会社(9171) 2023年３月期 第２四半期決算短信

9

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,602,000 832,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △495,000

長期借入れによる収入 1,970,000 2,160,000

長期借入金の返済による支出 △1,663,273 △1,224,742

長期未払金の返済による支出 △431,419 △431,419

社債の償還による支出 △82,000 △67,000

リース債務の返済による支出 △151,926 △134,233

自己株式の取得による支出 △27 △0

配当金の支払額 △75,985 △76,122

非支配株主への配当金の支払額 △7,405 △9,476

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,059,963 554,006

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,730 14,697

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 571,084 1,493,492

現金及び現金同等物の期首残高 9,091,288 10,565,593

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,662,373 12,059,085
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の(重要な会計上の見積り)に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関

する仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 令和３年４月１日 至 令和３年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注1）

調整額

（注2）

四半期連結損益

計算書計上額

（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 21,205,337 201,742 289,461 21,696,541 － － 21,696,541

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 5,457 48,763 54,220 － △54,220 －

計 21,205,337 207,200 338,224 21,750,762 － △54,220 21,696,541

セグメント利益

又は損失（△）
△81,446 △340,128 105,497 △316,077 － △56,240 △372,318

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

2.セグメント売上高の調整額△54,220千円は、セグメント間取引消去によるものであり、セグメント利益又は損

失の調整額は△56,240千円は、一時的に発生する子会社取得関連費用△54,513千円とのれん償却額△1,727千円

が含まれております。

　 3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 令和４年４月１日 至 令和４年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注1）

調整額

（注2）

四半期連結損益

計算書計上額

（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 23,447,280 683,350 290,639 24,421,270 566,187 － 24,987,457

セグメント間の内部

売上高又は振替高
122,231 7,662 48,681 178,575 － △178,575 －

計 23,569,512 691,013 339,320 24,599,846 566,187 △178,575 24,987,457

セグメント利益

又は損失（△）
982,845 △76,175 111,487 1,018,157 51,108 2 1,069,269

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

2.調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（収益認識関係）

前第２四半期連結累計期間（自 令和３年４月１日 至 令和３年９月30日）

(１)収益の分解

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 15,671,470 － － － 15,671,470

国内フェリー 830,778 － － － 830,778

国内貸船 659,907 － － － 659,907

国外輸送 687,519 － － － 687,519

港湾荷役 1,797,786 － － － 1,797,786

倉庫 721,516 － － － 721,516

その他海運サービス 836,357 － － － 836,357

ホテル業サービス － 173,349 － － 173,349

ホテル業物販 － 23,591 － － 23,591

　ホテル業その他サービス － 4,801 － － 4,801

不動産賃貸 － － 289,461 － 289,461

顧客との契約から生じる収益 21,205,337 201,742 － － 21,407,079

その他の収益（注２） － － 289,461 － 289,461

外部顧客への売上高 21,205,337 201,742 289,461 － 21,696,541

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

　 ２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。

　 ３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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当第２四半期連結累計期間（自 令和４年４月１日 至 令和４年９月30日）

(１)収益の分解

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 15,864,291 － － － 15,864,291

国内フェリー 1,932,173 － － － 1,932,173

国内貸船 740,386 － － － 740,386

国外輸送 1,285,267 － － － 1,285,267

港湾荷役 1,881,293 － － － 1,881,293

倉庫 842,517 － － － 842,517

その他海運サービス 901,351 － － － 901,351

ホテル業サービス － 578,807 － － 578,807

ホテル業物販 － 96,289 － － 96,289

　ホテル業その他サービス － 8,253 － － 8,253

不動産賃貸 － － 290,639 － 290,639

顧客との契約から生じる収益 23,447,280 683,350 － 566,187 24,696,818

その他の収益（注２） － － 290,639 － 290,639

外部顧客への売上高 23,447,280 683,350 290,639 566,187 24,987,457

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

　 ２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。

　 ３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）最近における四半期毎の業績の推移（連結）

　令和５年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日

自 令和４年７月１日
至 令和４年９月30日

自 令和４年10月１日
至 令和４年12月31日

自 令和５年１月１日
至 令和５年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,761 13,226

営業利益 68 1,000

経常利益 259 1,053

税金等調整前四半期純利益 321 1,104

親会社株主に帰属する
四半期純利益

124 792

1 株当たり四半期純利益

円 円 円 円

9.78 62.35

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 68,498 69,752

純資産 22,952 23,491

　令和４年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和３年４月１日
至 令和３年６月30日

自 令和３年７月１日
至 令和３年９月30日

自 令和３年10月１日
至 令和３年12月31日

自 令和４年１月１日
至 令和４年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 10,479 11,216 12,293 11,265

営業利益又は営業損失（△） △499 126 436 39

経常利益又は経常損失（△） △311 203 660 78

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失
（△）

△320 210 670 166

親会社株主に帰属する四半期純
利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

△371 81 459 △78

1 株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失（△）

円 円 円 円

△29.32 6.40 36.20 △6.16

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 68,756 69,762 69,266 69,431

純資産 21,775 22,178 22,659 23,055

　


